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南フランス プロヴァンス 散歩―1 

                         平野 武宏 

2019 年（令和元年）10 月開催の第 16 回国際市民スポーツ連盟オリンピアード 

フランス大会に参加しました。2年に 1回の開催で、開催地は持ち回り、今回は

南フランス エクス・アン・プロヴァンスです。国際市民スポーツ（ウォーキ

ング・スイミング・サイクリング他）を自由に楽しむ大会の魅力に、はまり込

んだ寅次郎、初参加の 2007 年エストニア大会（開催地：オテパー）、2009 年 

日本大会（開催地：河口湖・山中湖）、2011 年トルコ大会（開催地：アンタリヤ）、

2013 年イタリア大会（開催地：セルド・ガーディナ）、2017 年ドイツ大会 

（開催地：コブレンツ）に参加して来ました。（2015 年の中国大会は不参加） 

［2019 年 10 月 14 日］ 

成田国際空港～パリ シャルル・ドゴール空港～マルセイユ プロヴァンス 

空港～エクス・アン・プロヴァンス 

 

阪急阪神ビジネストラベルのＪＶＡウォーキングツアーに申し込みました。 

ＩＶＶオリンピアード参加者の為の飛行機・ホテル・空港送迎手配がセットに

なった最少催行 15 名のツアーでしたが 10 名での催行でした。 

ＪＶＡ（日本市民スポーツ連盟）は例会で配布されるＩＶＶ（参加認定証・ 

距離認定証）の総元締めで表彰関連を行っています。 

ＦＷＡ関係者は長津さん（元事務局長）とお孫さん、長津さんの奥様の友人、

寅次郎の 4名、他にＪＶＡ川内会長、藤本さんの 2名、熊本から参加のご夫妻、

弘前から参加・東京から参加の女性ウォーカー各 1名の 10 名（男６名・女４名）

です。寅次郎にとって２年ぶりの成田空港での搭乗手続きはすべて自分で行う

機械処理でした。10 時 35 分発、パリ行エールフランス機内は日本語が話せるフ

ランス人 パーサーがいて日本語での会話でした。 

 

 

 

 

 

 



パリ シャルル・ドゴール空港（写真上左）に現地時間 16 時 15 分到着、国内

線（写真上右）に乗継、マルセイユ プロヴァンス空港に到着しました。 

（写真下左は空港内）その後は専用バスで 20 時頃、エクス・アン・プロヴァン

スのホテル(写真下中)に到着の長い一日です。昼間に見るとホテルは城壁に 

囲まれていました。（写真下右はホテル内） 

 

 

 

 

 

 

 

［2019 年 10 月 15 日］ 専用バスで観光 

四つ星ホテルの朝食は各種のフランスパン、しぼりたてオレンジジュース、オ

ムレツ他の卵料理、ハム・ソーセージ他の肉料理、鯖を揚げた魚料理、各種の

ヨーグルト・チーズ・ミルク・フルーツなどが並び大満足ですが、野菜が少な

いのが残念でした。美味しいフランスパンが大変気に入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食後はモーツアルト通りにあるオリンピック村（大会本部）に行き、大会 

登録手続きを行い、参加記念品のザック（写真下左）をもらいました。中に 

は足の痛みに塗るクリーム、水、ジュース(飲んでしまいました)、コップ、 

ウォークブック、（写真下中）パスオリンピアード（パスポート）（写真下右）



が入っていました。今回は参加メダルはありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロヴァンスはフランスの 

南東部を占める地方で西は 

ローヌ川、東はイタリア国境、 

南は地中海に面します。 

 

その後は大型バスに 10 名 

が乗り、現地の日本人ガイ 

ドさんの熱心な説明を受け、 

アヴィニョン、ポン・デュ・ 

ガールの観光（参加費込み） 

です。 

ガイドさん、盛んに「スリ 

に注意！」を連発していました。明け方の雷鳴での雨はホテル出発時にはあが

り、パリっ子が羨む南フランス プロヴァンスの明るい太陽をいっぱいに浴び

た観光です。 

写真下左はローヌ川に架かるサン・ベネゼ橋で一般には「アヴィニョンの橋」

で知られ「アヴィニョンの橋で踊ろう」と歌われています。実際は橋の上は狭

く、踊ったのは橋の下だそうです。12 世紀に建設された 22 の橋は現在 3つしか

残っていないとのこと。写真下右はアヴィニョンの法王庁宮殿で 1300 年代に 

ローマ教会とフランス王室の対立で 7代の法王がここに住んだとのこと。 

 

 

 

 

 



ランチ（参加費込み）はガイドさん行きつけのレストランです。 

きのこのパイ包プロヴァンス風、鶏肉のトマトかけで美味しかったです。 

ランチで取った水は 3€（約 360 円）でグラスワインと同じです。 

 

その後は 1985 年世界文化遺産（2007 年に拡張） 

に登録のポン・デュ・ガールの水道橋（写真右） 

見学です。古代ローマ時代の紀元前に建設され 

たユゼスの水源からニームへ水を運ぶ水道橋で、 

19 世紀にはナポレオン 3世により一部改修され 

ています。 

観光の後は大会参加国別のパレードでドゴール 

広場に集合。我々より 4日早く日本を出発して 

いる別のツアーメンバーのＦＷＡ会員と再会。 

外国流ハグの連発に面食った寅次郎でした。 

大会本部まで日の丸を先頭に行進しました。 

日本人の参加は関西からのツアーを含め、 

合計 42 名、内ＦＷＡ関係者は 14 名とＦＷＡ 

会員の海外進出に驚きました。 

 

オープニングセレモニーは 18 時からなので 

待てずにホテルへ帰りました。オープニング 

セレモニーは各大会で異なるようで今回は前 

ドイツ大会のような広い会場ではないようです。 

（寅さん歩 179 ドイツ散歩―2を参照ください） 

 

夕食はホテルのディナーのフランス料理でした。カボチャのスープは美味しか

ったのですが、メインの肉料理がまずくクレームをつけました。魚料理に変え

ても今一でした。明日からは外のレストランを利用しようと全員で決めました。 

60 あるＴＶチャンネルから南フランス プロヴァンスの天気予報が見られる 

チャンネルをフロントで聞き、明日の天気を確認して眠りにつきました。 

 

次回は 南フランス プロヴァンス散歩－2です。 

 

平野 寅次郎 拝 

     


